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1. 緒言 
接着接合法は，異種材料の接合が可能であり，軽量なため，近年では，多くのアプリケー

ションに用いられている．たとえば，板金の接合を行う場合，金属被着体に予変形があると，

接合部を加圧しつつ接着剤を硬化させる必要が生じ，接着剤の硬化に伴う残留応力が生じる．

これは，塗装の焼付け工程など，接合部が高温に曝される場合，接着接合部のはく離の原因

となる．この現象は，製品の生産性を低下させるにも関わらず，未だ十分な知見があるとは

言い難い．そこで，本研究では，接着接合法により接合した板金接合部のはく離現象につい

て調べる．具体的には 2 液性アクリル接着剤（SGA）を用い，有限要素解析と強度評価を行
い，実際のはく離試験の結果と比較した． 

 
2. 曲率を有する被着体のはく離試験 
曲率を有する被着体を，平面に対して加圧しつつ接着し，その後加熱して被着体のはく離

を観察した．接合時には，被着体が平面になるよう治具で加圧し，接着剤の硬化後に治具を

取り除いた．試験片には，端部が 2mm反った被着体（200×25×t3）を用いた．また，はく
離の同定は，被着体先端に設置した高温用ひずみゲージで行った． この結果，70℃付近でひ
ずみが急速に減少した．したがって，この温度域で被着体がはく離したものと考えられる．  
 
3. Dillard モデルによる計算 
曲率を有する被着体を加圧しつつ剛平面に接着した場合，接着剤に生じる最大応力およびひ

ずみは，式(1)および(2)に示す Dillard の式より算出できる（図 1）．ここで    は端部の反り，

 は長さ， はヤング率， は厚さを表す．また，添字の Aは接着剤，S は被着体を表す．図 2
に，Dillard モデルより算出した，接着剤層の最大ひずみと，接着剤バルクの引張試験結果を
示す．この図において，Dillard モデルの計算結果と接着剤バルクの引張試験結果が交差する
点で，接合部のはく離が生じると予想され，70℃付近と予想される．また，この予想値は，
はく離試験の結果と一致する．  
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Fig.1 Result of debonding test 
 Fig.2 Comparison of tensile test and 

Dillard model 
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4. 有限要素解析 
はく離試験片に対して，有限要素解析を行った．解析は試験片の 1/4モデルを作成し行った．
このモデル端部に仮想剛体と連結し，仮想的なモーメントを加えることにより試験片に任意

の反りを与えた（図 3）．はく離試験と同様の条件で計算した結果を図 4 に示す．引張試験と
の交点は 75～80℃であり，Dillard モデルとの誤差は少々あるものの，はく離試験の結果と
おおよその一致が見られた．  

      
Fig.3  Meshing condition for FEA          Fig.4  Comparison of test results and FEA 

 
5. 結言 
 SGAは温度の上昇とともに，熱軟化し，また最大ひずみも徐々に低下することがわかった．
また，Dillard モデルによるはく離温度の予測値は，はく離試験の結果とほぼ一致した．しが
たがって，SGAによる接着接合部のはく離現象は，ある程度予測可能であると考えられる． 
 
＜参考文献＞ 
David A. Dillard，“Stress between Adherends with Different Curvatures”，The journal of 
Adhesion, Vol.26, No.1, pp.59-69 (1988) 



日本接着学会第５０回年次大会運営委員会 

 

委員長 金 澤   等（福島大学） 

副委員長 大 石 好 行（岩手大学） 

 岡 田 修 司（山形大学） 

 宮 城 善 一（明治大学） 

委  員 西 野   孝（神戸大学） 杉 崎 俊 夫（リンテック㈱） 

 栗 山   晃（東亞合成㈱） 池 田 裕 治（綜研化学㈱） 

 滝   欽 二（静岡大学） 秋 本 雅 人（セメダイン㈱） 

 及 川 英 俊（東北大学） 扇 澤 敏 明（東京工業大学） 

 笠 井   均（東北大学） 梶 山 幹 夫（筑波大学） 

 川 口 正 剛（山形大学） 加 納 義 久（古河電工㈱） 

 寺 境 光 俊（秋田大学） 塔 村 真一郎（森林総合研究所） 

 根 本 修 克（日本大学） 秦 野 恭 典（森林総合研究所） 

 森   秀 晴（山形大学） 田 口 哲 志（材料物質機構） 

 佐 藤 千 明（東京工業大学） 宮 田   壮（リンテック㈱） 

 佐 藤 慎 一（コニシ㈱） 高 橋 紳 矢（岐阜大学） 

（順不同敬称略） 

 

  

日本接着学会第５０回年次大会講演要旨集 

発行日 平成24年６月１５日（発行日をもって公表と致します） 

発行所 一般社団法人日本接着学会 

    〒556-0005 大阪市浪速区日本橋４丁目２番20号 コア日本橋203 

電話 06－6634－7561 ＦＡＸ 06－6634－7563 

E-mail：info-hnb＠adhesion.or.jp 

http://www.adhesion.or.jp 

印刷所 石川特殊特急製本株式会社 

    〒540-0014 大阪市中央区竜造寺町７番38号 

電話 06－6762－5851㈹ FAX 06－6764－4181 




	C-10

